
「初春
は つ は る

を寿ぐ
こ と ほ ぐ

 竹田人形館」のお知らせ 
 

新春を迎えた竹田人形館で、お正月にふさわしいおめでたい人形芝居をご覧いた

だき、初春のひとときを存分にお楽しみください。 

 

 

 

日にち：平成 27 年１月４日（日） 

開演時間：午前の部 11 時 00 分～／午後の部 14 時 00 分～（各回 50 名限定） 

出演・演目：ひとみ座乙女文楽（二人三番叟、艶姿女舞衣「酒屋の段」からお園のくどき） 

竹田人形座竹の子会（三番叟揉みの段、都獅子神楽諷ほか） 

料金：大人 2,000 円／高校生以下 1,000 円（お年賀のお菓子付き） 

場所：竹田扇之助記念国際糸操り人形館（飯田市座光寺 2535） 

※飯田女子短期大学の皆さんによるお抹茶サービスがあります。 

※「笑門来福 福助人形展」も同時開催中です。 

※お着物でお越しのお客様にはプレミアムなプレゼントあり！ 

 

乙女文楽とは… 

女性のひとり遣い文楽です。「文楽」は１体の人形を男性３人で遣います。この遣い方は日本だけのもので、

それまでの一人遣いに比べて、飛躍的に表現力を増しました。しかし、当然ながら公演に必要な演技者の数

は増え、それは公演経費の増額につながり、経営が圧迫されるようになっていきます。 

その中で江戸末期から、三人遣いの表現力を失わず、それをひとりで遣う人形浄瑠璃「文楽」の試みがなさ

れるようになります。その中のひとつとして誕生したのが「乙女文楽」です。 

チケットの予約・お問い合わせは…竹田扇之助記念国際糸操り人形館  TEL0265-23-4222 または 

飯田文化会館人形劇のまちづくり係 TEL0265-23-3552 まで 

 

主催：飯田文化会館、NPO 法人いいだ人形劇センター／後援：麻績の里振興委員会 

「ひとみ座乙女文楽」 撮影 熊谷 香織 

「竹田人形座竹の子会」 

組合回覧 


